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現
在
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ︵M

obility as a Service

︶

と
呼
ば
れ
る
新
た
な
モ
ビ
リ
テ

サ

ビ
ス
の
概

念
が
注
目
を
浴
び
実
証
実
験
が
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
一
方
現
状
多
く
が﹁
乗
り
換
え
検
索
ア

プ
リ
＋
α
﹂の
状
態
で
あ

た
り
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
の
み
で
あ

た
り
と
革
新
的
な
サ


ビ
ス
の
提
供
段
階
ま
で
至

て
い
な
い
こ
の

ま
ま
ブ

ム
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
そ
の
概

念
が
本
来
目
指
す
理
想
を
振
り
返
る
と
と
も
に


課
題
を
取
り
上
げ
る


　
目
指
す
も
の
と
都
市
空
間
に
与
え
る
変
化

　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
マ
イ
カ

削
減
の
た
め
に
マ
イ

カ

を
持
た
な
く
て
も
Door to door

で
の
快

適
な
移
動
を
可
能
に
す
る
た
め
に
提
唱
さ
れ
た
概

念
だ
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
使
い
目
的
地
ま
で
一
つ
の
サ


ビ
ス
で
複
数
の
交
通
手
段︵
鉄
道
バ
ス
自
転

車
等
︶を
組
み
合
わ
せ
検
索
予
約
決
済
で
き
る

よ
う
に
し
円
滑
な
移
動
を
可
能
に
す
る
一
定
区

域
で
の
複
数
の
交
通
サ

ビ
ス
の
定
額
制
の
導
入

や
移
動
デ

タ
を
蓄
積
し
交
通
政
策
に
活
か
す

こ
と
も
目
指
さ
れ
て
い
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
運
営
主

体
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
オ
ペ
レ

タ

と
呼
ば
れ
各
交

通
事
業
者
と
連
携
し
ア
プ
リ
や
各
種
デ

タ
を

統
合
さ
せ
た
プ
ラ

ト
フ


ム
を
使
い
サ


ビ
ス
を
提
供
す
る


　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
都
市
空
間
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
う
る
現
在
自
動
車
で
は
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ︵
コ
ネ
ク

テ


ド
自
動
運
転
シ

ア
リ
ン
グ
電
気
化
︶

が
進
み
鉄
道
で
も
自
動
運
転
や
需
要
に
応
じ
た

運
行
が
提
唱
さ
れ
る
な
ど
新
た
な
モ
ビ
リ
テ


サ

ビ
ス
の
開
発
が
進
む
将
来
は
ア
プ
リ
で
目

的
地
を
設
定
す
れ
ば
街
中
を
動
い
て
い
る
自
動

運
転
車
が
自
宅
に
す
ぐ
に
来
て
駅
へ
移
動
し
鉄

道
も
待
ち
時
間
な
く
ス
ム

ズ
に
乗
れ
る
と
い
う

世
界
が
実
現
さ
れ
う
る
マ
イ
カ

数
が
減
少
し


街
中
の
道
路
の
車
線
数
や
駐
車
ス
ペ

ス
が
縮
小

す
る
こ
と
で
都
市
空
間
の
再
編
も
期
待
さ
れ
る


Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
オ
ペ
レ

タ

に
は
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活

用
し
た
交
通
の
需
給
調
整
が
求
め
ら
れ
る
デ


タ
連
携
や
都
市
空
間
再
編
の
観
点
か
ら
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
はSm

art City

の
重
要
な
一
要
素
で
も
あ
る


　
理
想
に
立
ち
は
だ
か
る
壁

　
し
か
し
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
普
及
に
は
課
題
が
あ
る


一
つ
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
オ
ペ
レ

タ

は
誰
が
な
る

か
だ
現
在
MaaS Japan

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
コ
ン

ソ

シ
ア
ム
な
ど
の
鉄
道
系
自
動
車
系
を
中
心

と
し
た
企
業
連
携
が
進
む
特
に
鉄
道
事
業
者

は
沿
線
エ
リ
ア
の
顔
で
あ
る
と
い
う
自
負
も
あ

り
自
社
と
顧
客
の
間
に
他
者
が
入
る
こ
と
を
嫌

う
傾
向
が
あ
る
そ
こ
で
自
社
で
小
ぶ
り
な
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
の
導
入
を
検
討
す
る
わ
け
だ
が
一
般
的
に

多
く
の
プ
ラ

ト
フ


ム
ビ
ジ
ネ
ス
で
寡
占
化

が
進
む
よ
う
に
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で
も
将
来
的
に
は
数

プ
ラ

ト
フ


ム
へ
と
収
斂
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
ま
た
自
動
車
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
化
が
浸
透
す

る
と
交
通
サ

ビ
ス
の
体
系
が
劇
的
に
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
そ
の
た
め
将
来
的
に
は
鉄
道
自

動
車
の
業
界
を
超
え
ど
こ
と
連
携
し
て
い
く
の

か
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
そ
の
中
で
顧
客
に
何
を

提
供
す
れ
ば
自
社
サ

ビ
ス
が
選
ば
れ
る
か
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る


　
次
に
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で
得
ら
れ
た
デ

タ
の
取
り

扱
い
だ
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
オ
ペ
レ

タ

に
な
る
メ
リ


ト
の
一
つ
に
は
デ

タ
の
蓄
積
が
あ
り
交
通

サ

ビ
ス
の
需
給
調
整
以
外
に
自
社
の
そ
の
他

ビ
ジ
ネ
ス︵
小
売
等
︶へ
の
活
用
や
他
社
へ
の
販

売
の
可
能
性
が
あ
る
各
社
が
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
り

組
み
で
連
携
し
よ
う
と
し
て
も
デ

タ
を
誰
が

持
つ
か
が
一
つ
の
論
点
と
な
り
う
る
本
来
の
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
意
義
を
踏
ま
え
る
と
交
通
サ

ビ
ス

提
供
に
資
す
る
も
の
は
オ

プ
ン
に
す
る
な
ど


ど
の
よ
う
な
デ

タ
を
ど
の
よ
う
な
形
式
で
他
社

と
共
有
す
る
か
を
個
人
情
報
保
護
の
観
点
も
含

め
た
上
で
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る


　
最
後
に
マ
ネ
タ
イ
ズ
だ
一
つ
は
手
数
料
ビ

ジ
ネ
ス
で
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
オ
ペ
レ

タ

は
旅
行
代

理
店
の
よ
う
に
交
通
サ

ビ
ス
を
仕
入
れ
消
費

者
に
販
売
す
る
こ
と
で
手
数
料
を
得
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
た
だ
し
こ
れ
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
業
を

立
ち
上
げ
る
労
力
に
比
べ
利
益
は
微
々
た
る
も

の
だ
そ
こ
で
現
在
交
通
事
業
以
外
の
事
業
と

セ

ト
に
し
た
定
額
制
サ

ビ
ス
の
導
入
が
注
目

さ
れ
る
利
益
率
の
高
い
サ

ビ
ス
や
必
ず
し
も

頻
繁
に
は
使
わ
れ
な
い
サ

ビ
ス
を
セ

ト
に
す

る
こ
と
で
グ
ル

プ
全
体
で
の
事
業
収
益
の
向

上
を
図
る
も
の
だ
例
え
ば
東
急
グ
ル

プ
は


沿
線
の
交
通
・
映
画
・
食
事
を
セ

ト
に
し
た
定
額

制
サ

ビ
ス
の
実
証
実
験
を
予
定
し
て
い
る
次

回
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
他
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
マ

ネ
タ
イ
ズ
に
つ
い
て
論
じ
る


＊
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
はrcdweb@m

l.jri.co.jp

ま
で
お
願
い
致
し
ま
す


　
　
　
　
　︵
１
月
１
日
付
︶

　
▽
執
行
役
員

中
嶋
裕
樹

・M
id-size Vehicle Com

pany

President

︵M
id-s

ize Vehicle Com
pany



Executive Vice Preside
nt

︶奥
地
弘
章
・
先
進
技

術
開
発
カ
ン
パ
ニ

Pre

sident

佐
藤
恒
治
・Lexu

s International Co.

Pr
esident


チ

フ
エ
ン
ジ

ニ
ア
兼
務
︵Lexus Intern

ational Co.

Executive 

Vice President


チ

フ

エ
ン
ジ
ニ
ア
兼
務
︶

　
▽Senior Fellow

Ja
m

es Kuffner

・Toyota R
esearch Institute-Adva
nced Developm

ent, Inc.
CEO


先
進
技
術
開
発
カ

ン
パ
ニ

Senior Fello

w

︵Toyota Research Ins
titute-Advanced Develo
pm

ent, Inc.CEO and Re
presentative Director

︶

　
▽
退
任

佐
藤
和
弘
︵
執

行
役
員
︶澤
良
宏
︵
執
行
役

員
︶


　
　
　
　
︵
４
月
１
日
付
︶

　
▽
退
任
Jam

es E. Le
ntz

︵
執
行
役
員
︶

　
　
　
　
　︵
１
月
１
日
付
︶

　
◇
機
構
改
組

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
本
部
に
モ
ビ

リ
テ

ソ
リ


シ

ン
部

を
新
設
す
る


　
◇
人
事
異
動

Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
本
部
モ
ビ
リ
テ


ソ
リ


シ

ン
部
長

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
本
部
長

　
　
　
　
　
　
中
村
　
俊
介

　
　
　
　
︵
１
月
１
日
付
︶

　
◇
組
織
改
定

　︵
１
︶青
海
工
場
資
源
部
組

織
改
定

　﹁
原
石
課
﹂を
分
割
し
﹁
採

掘
課
﹂と﹁
精
鉱
課
﹂の
二
課

体
制
と
す
る


︵
２
︶青
海
工
場
セ
メ
ン
ト
・

特
混
研
究
部
﹁
特
混
海
外
技

術
開
発
室
﹂
の
廃
止

　
セ
メ
ン
ト
・
特
混
研
究
部

の
傘
下
の
﹁
特
混
海
外
技
術

開
発
室
﹂
を
廃
止
す
る


︵
３
︶大
牟
田
工
場
品
質
保
証

部
組
織
改
定

　
品
質
保
証
部
の
﹁
品
質
保

証
課
﹂
と
﹁
品
質
シ
ス
テ
ム

開
発
課
﹂
を
廃
止
す
る


︵
４
︶伊
勢
崎
工
場
環
境
保
安

・
技
術
部﹁
生
産
技
術
課
﹂新

設　
環
境
保
安
・
技
術
部
内
に

﹁
生
産
技
術
課
﹂を
新
設
す

る


　
◇
人
事
異
動

監
査
等
委
員
会
室
長
︵
大
船

工
場
管
理
部
長
兼
管
理
課

長
︶
　
　
　
　
松
原
　
和
巳

東
北
支
店
長
兼
総
務
課
長

︵
東
北
支
店
次
長
︶

　
東
北
支
店
環
境
資
材
課
長

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
晃
哉

大
船
工
場
管
理
部
長
兼
管
理

課
長
︵
東
北
支
店
長
兼
総
務

課
長
︶
　
　
　
奥
田
　
勝
彦

監
査
等
委
員
会
室
︵
監
査
等

委
員
会
室
長
︶
山
口
庄
二
郎

研
究
推
進
部
次
長
︵
新
事
業

開
発
部
次
長
︶
盛
岡
　
　
実

新
事
業
開
発
部
次
長
︵
新
事

　
　
　
　
︵
四
面
に
続
く
︶




